





































担がより大きい規模は 10-49 頭であり、一年目の全頭検査費用が年収益に占める割合は 6％
以上となる。規模が 50頭より大きくなると、検査負担は小さくなると推定。 
【結論】 
①全頭検査しない場合にもたらされた経済損失はより大きいため、牛白血病の全頭検査をす
る必要性がある。②畜産経営の安定を図るために宮城県では特に 10-49 頭の規模の農家に一
年目の検査の公的補助が必要と考えられる。③畜産の収益性の向上を目指すために、大規模
農家の連携・協力を通じて、継続的に連携・協力する取組を行うことが必要である。  
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